第２部　高齢者の生活状況と各種サービスの現状

第３章　福祉サービス等
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第３章　福祉サービス等
第1 　自立支援サービス
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1 　在宅生活の支援
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　安否確認サービス事業

65歳以上のひとり暮らし高齢者やねたきり高齢者のいる高齢者のみの世帯で、前年度の市民税非課税の世帯（高齢者世帯の場合は世帯全員）で電話回線を有する人を対象に、人体感知センサーを貸与しています。日々の見守りを行い、20時間以上反応がないときは、監視センターから電話で安否確認を行います。

電話での確認ができないときは、協力員に安否確認を依頼することにより見守りを行います。

表２－３－1 　安否確認サービスの利用状況
単位：台
	区  　　分
	平成21年度
	平成22年度

	設置台数
	27
	33

	稼働台数
	24
	52


(2) 　配食サービス事業
ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯で、在宅生活において食の確保が困難で、日々の見守りが必要な人を対象に、希望の曜日に食事を届け、同時に安否の確認をしています。

表２－３－2 　配食サービス事業の利用状況

	区  　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	実施事業所数（か所）
	7
	6
	5
	5
	6

	月平均利用人数（人）
	623
	561
	494
	437
	393

	延べ配食数（食）
	192,390
	180,128
	159,647
	142,046
	127,612

	１日当たり配食数（食）
	527
	494
	437
	389
	350

	１人当たり月平均利用回数（回）
	25.7
	26.8
	26.9
	27.1
	27.1


(3) 　生きがい活動支援通所事業

生きがい活動支援通所事業とは、要介護認定で非該当となった65歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、要介護状態への進行を防止するとともに、閉じこもり等を解消し、安心して外出してもらうため、市内のデイサービスセンター等にて日常動作訓練や創作活動、趣味活動などを週１回以内提供するサービスです。また、生きがい活動支援通所事業の利用者を対象に、事業を実施するサービス提供施設（デイサービス施設）と利用者の居宅との送迎を行う外出支援サービス事業を実施していました。生きがい活動支援通所事業は、介護保険のデイサービス事業や二次予防事業の通所事業との整合の観点から、平成21年度をもって廃止としました。
表２－３－3 　生きがい活動支援通所事業の実施状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	利用人数（人）
	25
	19
	16
	13
	-

	延べ回数（回）
	855
	666
	598
	398
	-


(4) 　軽度生活援助事業

軽度生活援助事業とは、要介護認定で非該当となった65歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、在宅での自立した生活を可能とし、要介護状態への進行を予防するため、外出時の援助、食事の確保、洗濯、掃除等の簡単な日常生活上の援助を実施するサービスです。この軽度生活援助事業も、介護保険の訪問介護や二次予防事業の訪問型介護予防事業との整合の観点から、平成21年度をもって廃止としました。
表２－３－4 　軽度生活援助事業の利用状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	利用人数（人）
	18
	18
	21
	16
	-

	延べ利用回数（回）
	653
	638
	754
	506
	-


(5) 　福祉器具給付事業
ひとり暮らし高齢者の火災等による死亡事故は、全国的に社会問題となっています。そこで、特に火の取扱いに不安があるひとり暮らし高齢者等が安心した生活が送れるように、火災報知器および電磁調理器の設置に要する費用の一部または全部を助成しています。
表２－３－5 　福祉器具給付事業の利用状況
単位：台
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	火災報知器
	5
	2
	3
	6
	2

	電磁調理器
	13
	5
	6
	4
	5


(6) 　緊急通報体制支援事業

65歳以上のひとり暮らし高齢者やねたきり高齢者のいる高齢者のみの世帯を対象に、家庭での急病等に備えて、緊急通報用装置を貸与しています。通報があった場合、消防署につながり、協力員や救急車等が駆けつける体制となっています。

表２－３－6 　緊急通報体制支援事業の利用状況
単位：台
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	設置台数
	212
	132
	113
	76
	122

	稼働台数
	1,837
	1,709
	1,619
	1,501
	1,393


(7) 　高齢者見守りネットワーク事業

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくことができるように、協力事業所で見守りネットワークを作り、職務中に高齢者等の異変を発見したときに市に連絡して、状況の確認と支援につなげます。

協力事業所（平成23年12月現在）･･･26事業所（新聞販売、郵便、水道、電気、ガス、食料品等販売）

(8) 　生活・介護支援サポーター養成事業

高齢者の個別の生活ニーズに応える仕組みを安定的・継続的に構築するため、地域住民の主体性に基づき運営される新たな住民参加サービス等の担い手として、生活・介護支援サポーターを養成しています。

表２－３－7 　生活・介護支援サポーター養成研修修了者数

	区　　分
	平成21年度
	平成22年度

	修了者数（人）
	47
	81


(9) 　高齢者住宅改善促進助成事業

本市に１年以上居住している要介護認定高齢者に、住みよい住宅環境を提供するため、住宅改善工事（居室、浴室、台所、階段等）に必要な費用の一部を助成しています。

表２－３－8 　高齢者住宅改善促進助成事業の利用状況
単位：件
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	利用件数
	59
	46
	42
	50
	33


(10)  ねたきり高齢者理容サービス
市内在住で、６か月以上ねたきり状態にある高齢者宅へ理容師を派遣し、調髪を行っています。この事業は、市社会福祉協議会が実施しています。

表２－３－9 　ねたきり高齢者理容サービス
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	利用実人員
	10
	9
	8
	12
	9

	利用延べ人員
	44
	39
	33
	46
	42


(11)  日常生活自立支援事業

判断能力が不十分な人が地域で安心して生活を送れるよう、日常生活における福祉サービスの援助や代行、利用料の支払い等の福祉サービスの利用援助とそれに付随した日常的な金銭管理等を行う日常生活自立支援事業を都道府県社会福祉協議会が実施しています。県内に６か所ある基幹社会福祉協議会の一つである市社会福祉協議会では、県社会福祉協議会と連携を図り、この事業に取り組んでいます。
2 　入居・入所サービス

(1) 　生活支援ハウス

生活支援ハウスとは、デイサービスセンターに居住部門を併せて整備した介護支援機能、居住機能、交流機能を総合的にもつ小規模多機能施設です。居住部門の利用対象者は、自炊が原則で、60歳以上のひとり暮らしの人、夫婦のみの世帯に属する人および家族による援助を受けることが困難な人であって、高齢等のため独立して生活することに不安のある人とされています。本市には平成14年４月、入居定員20人の「生活支援ハウスいきいき」が開設されました。平成23年６月１日現在の入居者は12人です。

(2) 　ケアハウス

ケアハウスは、高齢者が自立した生活を送れるように工夫された施設で、軽費老人ホームの一種です。管理費等が実費となることからある程度の負担が必要です。市内には11施設があります。
図２－３－1 　ケアハウス定員数の推移（各年４月１日現在）
表２－３－11 　市内ケアハウス一覧（平成23年４月現在）
単位：人
	施　　設　　名
	定　員
	施　　設　　名
	定　員

	シャロームみわ
	30
	エトワールずいこう
	50

	サンライフ彦坂
	15
	ラ・ポーレぎふ
	30

	黒野あそか苑
	15
	ささゆり 
	30

	さくら苑
	30
	ウェルビュー明郷 
	20

	ロイヤルコート寺田
	50
	大洞岐協苑
	20

	やすらぎの里川部苑
	80
	合　　　計
	370


(3) 　軽費老人ホームＢ型・シルバーハウジング（高齢者世話付住宅）

軽費老人ホームＢ型は、低額な料金で家庭環境、住宅事情等の理由により居宅で生活することの困難な60歳以上の自炊できる高齢者が入居する施設で、入居は、養護老人ホームのような措置ではなく、利用者と施設の契約によります。

また、シルバーハウジングは、ひとり暮らしや夫婦のみの高齢者が、生活援助員のケアを受けながら、高齢者に配慮された住宅で自立した生活を送る施設です。

本市は、軽費老人ホームＢ型およびシルバーハウジングがそれぞれ１か所ずつあります。平成23年４月現在、シルバーハウジングは満室ですが、軽費老人ホームＢ型は定員50人に対して35人の入居となっています。
表２－３－12 　軽費老人ホームＢ型・シルバーハウジング入居状況 

	区　　分
	施　設　名
	所在地
	設置年月
	定員
	平成11年４
月入居者数
	平成23年４
月入居者数

	軽費老人ホームＢ型
	岩戸サンホーム
	岩戸
	S49.４.１
	50人
	39人
	35人

	シルバーハウジング
	ふれあいタウン白山
	鶴田町
	H３.３.２
	27人
(19室)
	24人
(17室)
	23人
(18室)


図２－３－2 　軽費老人ホームＢ型・シルバーハウジング入居者数の推移（各年４月１日現在）
(4) 　養護老人ホーム  

65歳以上の高齢者で、環境上の理由および経済的理由により、居宅において養護を受けることが困難な人を措置しています。
本市には、２か所の養護老人ホームがあり、入所定員は合わせて200人です。平成23年４月１日現在、本市の措置による養護老人ホーム入所者は173人、そのうち164人が市内施設に入所しています。なお、寿松苑は、外部サービス利用型の特定施設にもなっています。
表２－３－13 　養護老人ホーム入所状況
単位：人
	区
分
	施　設　名
	所 在 地
	定員
	平成11年９月１日
本市民入所者数　
	平成23年４月１日
本市民入所者数　

	市　内
	寿松苑
	椿洞
	90
	98
	81

	
	岐阜老人ホーム      
	北一色
	110
	100
	83

	
	小　　　　　計
	200
	198
	164

	市外分計
	16
	9

	合　　　　　　計
	214
	173


図２－３－3 　養護老人ホーム入所者数の推移（各年４月１日現在）
3 　相談事業と情報提供

(1) 　相談窓口  

高齢者に対する相談は多岐にわたるため、各種保健福祉サービスが総合的に受けられるよう高齢福祉課、市民健康センター・ふれあい保健センター、市社会福祉協議会、居宅介護支援事業者等に相談窓口を設置し、随時相談を受けつけています。
(2) 　地域包括支援センター・居宅介護支援事業者
地域包括支援センターは、高齢者の相談を幅広く受け、制度の垣根にとらわれない横断的・多面的支援を行う地域の相談機関です。合わせて、要支援認定者や二次予防事業の対象者に対する介護予防マネジメントも行っています。本市には、日常生活圏域ごとに13か所の地域包括支援センターが設置されています。その詳しい相談実績は、71～72頁の表２－２－45をご覧ください。

また、居宅介護支援事業者は、要介護認定者のケアマネジメントだけでなく、住民の介護に関する相談等も受けています。

(3) 　情報提供
高齢者の保健、福祉、介護、医療等に関しては、広報ぎふやマスメディアを通じて、制度の周知などを適宜に実施するほか、制度ごとのパンフレットや啓発資料を作成し、行政窓口やサービス提供事業所窓口などで提供しています。また、市民への情報提供や各窓口での相談のため、「高齢者福祉ガイドブック」、介護支援専門員の介護サービス計画作成や介護サービス利用者の理解に資するよう「介護保険サービス利用の手引き」などの小冊子を発行しています。さらに、インターネットによるホームページを活用するなど、情報提供の推進を図っています。
(4) 　くらしのガイド
生活に必要なあらゆる情報を市民に提供するため、各種の届出、上下水道、ごみ、福祉に関する情報、保育所、幼稚園、小中学校、防災、生涯学習情報などを記載した「くらしのガイド」を広報ぎふの別冊版として発行し、市民に提供しています。
4 　その他

(1) 　福祉医療費助成事業協力費補助金  

福祉医療の実施にともなう医療の円滑な運営のため、本市と医療機関との調整や地域に密着した各種事業推進のための協力費として、補助金を交付しています。
表２－３－14 　福祉医療費助成事業協力費補助金

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	補助団体数（団体）
	4
	4
	4
	4
	4

	補助金額　（円）
	24,696,668
	24,677,820
	24,655,261
	24,596,185
	24,568,422


(2) 　保険外はり、きゅう、マッサージ施術費助成 

70歳以上の高齢者を対象に、岐阜市鍼灸マッサージ師会（63施術所）と協定し、保険適用外のはり、きゅう、マッサージに対する受療補助券を１年分６枚交付し、施術料１回3,900円のうち1,300円を助成しています。
表２－３－15 　保険外はり、きゅう、マッサージ施術費助成事業
単位：人
	区分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	受給人数
	1,403
	1,477
	1,492
	1,326
	1,261


(3) 　外国人等高齢者福祉金支給

国民年金制度上、老齢年金などの受給資格を得ることができなかった外国人高齢者等を対象に、高齢者福祉の向上を図るため、月額１万円の外国人等高齢者福祉金を年４回に分けて支給しています。
表２－３－16 　外国人等高齢者福祉金支給の利用状況
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	支給人数
	39
	35
	30
	27
	20


第2 　生きがいづくりと地域活動

1 　就労の支援

(1) 　シルバー人材センター
働く意欲のある高年齢者の経験と能力を活かす機会を提供することを目的として、シルバー人材センターがあります。就業を希望する高年齢者が会員となって、市および民間企業からの受注により、経理事務や軽作業に従事しています。市は、シルバー人材センターに対して、事業の委託や補助金の交付などにより、団体の自主性を尊重した支援に努めています。
「受注件数」「就労実人員１人当たりの年間就労日数」は、平成19年度以降減少傾向にあります。
表２－３－17 　シルバー人材センターの活動状況

	区　　分
	単位
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	登録人数
	人
	1,895
	1,824
	1,754
	1,784
	1,841

	
	男　　性
	人
	1,176
	1,132
	1,106
	1,156
	1,203

	
	女　　性
	人
	719
	692
	648
	628
	638

	受注件数
	件
	13,406
	13,803
	13,309
	12,966
	11,998

	
	公共事業
	件
	999
	1,028
	1,087
	1,064
	875

	
	民間事業
	件
	4,186
	4,542
	4,114
	4,112
	3,632

	
	一般家庭
	件
	8,181
	9,370
	8,030
	7,716
	7,415

	
	独自事業
	件
	40
	73
	78
	74
	76

	延べ就労日数
	日
	164,977
	176,578
	171,239
	178,014
	164,259

	就労実人員
	人
	1,493
	1,449
	1,427
	1,573
	1,557

	契約金額
	千円
	641,751
	659,064
	640,656
	684,686
	623,816

	
	公共事業
	千円
	183,868
	184,880
	195,618
	234,135
	232,954

	
	民間事業
	千円
	258,918
	280,648
	264,142
	282,944
	231,259

	
	一般家庭
	千円
	194,298
	187,851
	174,915
	162,040
	154,446

	
	独自事業
	千円
	4,667
	5,685
	5,981
	5,567
	5,157

	配分金
	千円
	545,610
	565,734
	555,380
	598,142
	539,285

	就労実人員１日当たりの配分金
	円
	3,307
	3,204
	3,243
	3,360
	3,283

	就労実人員１人当たりの年間就労日数
	日
	110.5
	121.8
	119.9
	113.1
	105.8


(2) 　高年齢者・障がい者職業相談

経営雇用対策として、高年齢者や障がいのある人等の就業機会の増大を図るため、市内在住の高年齢者や障がいのある人を対象に、市民相談室で木曜日を除く毎日の職業相談を実施しています。

2 　スポーツ活動

(1) 　高齢者体育大会
老人クラブの会員を中心としたふれあいの場として、市内５ブロックによる対抗戦形式でレクリエーション的な要素の強い種目を競い合う高齢者体育大会を年１回実施しています。

表２－３－18 　高齢者体育大会の実施状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	開催回数（回）
	1
	1
	1
	1
	1

	延べ参加人数（人）
	3,200
	3,200
	3,200
	3,200
	3,200


(2) 　高齢者スポーツ教室

老人クラブの会員を対象に、スポーツを楽しみながら健康の増進を図るため、体育指導員やレクリエーション協会の方による指導のもと、各地区単位でフォークダンスや健康体操など気軽に参加できるスポーツ教室を実施しています。
表２－３－19 　高齢者スポーツ教室の実施状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	開催回数（回）
	10
	10
	10
	10
	10

	延べ参加人数（人）
	1,550
	1,641
	1,402
	1,690
	1,700


(3) 　高齢者スポーツ活動促進事業
老人クラブの会員等を対象に、地域での軽スポーツ活動を普及促進させていくため、市内を５ブロックに分け、ブロックごとにペタンク大会やゲートボール大会を実施しています。

3 　生きがい活動

(1) 　老人クラブ活動事業
老人クラブは、60歳以上の人が会員となって、地域に密着した各種活動を行っています。多くの高齢者が、健康活動、友愛活動、社会奉仕活動、学習活動等の多様な社会活動を通じて、生きがいや健康づくりができるよう、老人クラブ活動の円滑な運営に対し援助しています。

老人クラブにおいては、加入率が減少傾向にあり、会員自体が高齢化の傾向にあります。加入会員は70歳以上の高齢者が大半を占めており、指導者・リーダーがいないこと等による解散も増加し、60歳代の若い高齢者の加入促進、指導者・リーダーの育成が課題となっております。
今後、団塊の世代が高齢者となることで、高齢者の社会参加への意欲がますます高まるものと思われ、高齢者が現役時代に培った技能や知識を生かし、積極的に地域に貢献できるよう、さらに社会参加を促進していく必要があります。また、老人クラブにおいても、高齢者の新たな価値観に対応できるように、魅力的かつ社会的貢献度が高い活動、個性や趣味に合わせた活動、特技・技能を生かした活動の展開が重要です。
表２－３－20 　老人クラブの状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	単位クラブ数（団体）
	531
	526
	524
	508
	514

	会員数（人）
	33,787
	33,396
	33,333
	32,162
	31,425

	加入率（％）
	29.4
	28.5
	27.4
	25.5
	24.3


(2) 　敬老事業
長年にわたり社会に貢献してきた高齢者に対し、敬意を表すとともに長寿を祝うため、敬老メッセージ贈呈事業、90歳萬松館招待事業および100歳記念品贈呈事業などの敬老事業を実施しています。
表２－３－21 　敬老事業の実施状況
単位：人
	区　　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	敬老メッセージ贈呈事業
	贈呈人数
	4,703
	4,795
	5,005
	5,588
	5,418

	100歳記念品贈呈事業
	贈呈人数
	40
	42
	56
	56
	56

	萬松館招待事業
	出席人数
	397
	412
	375
	419
	488


(3) 　老人健康農園事業
60歳以上の人に、作物を育て、ものができる喜びを感じてもらうなど、健康や生きがいづくりの機会として、市内の各農園で１区画（15㎡）を年間4,400円で貸出しています。
表２－３－22 　老人健康農園事業
単位：人
	区　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	延べ利用人数
	673
	666
	677
	667
	660


(4) 　シルバーカードの交付
70歳以上の高齢者全員を対象に、学習意欲の高揚を図り、外出するきっかけとなるよう、無料または割引で市内の文化施設等に入場できるシルバーカードを交付しています。
(5) 　高齢者おでかけバスカード交付事業

社会参加のきっかけづくりのため、70歳以上の人に高齢者おでかけバスカードを交付しています。高齢者おでかけバスカードは、額面3,000円と終日２割引で乗車できる特典がついています。また、高齢者おでかけバスカードは、シルバーカードとしても利用できます。
表２－３－23 　バスカードの交付状況
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	交付人数
	48,195
	49,666
	49,322
	52,899
	54,215


(6) 　高齢者大学事業
楽しく学んで知識を深め、いっそう自分を磨いていただくために、65歳以上の人を対象として、年１回10日間にわたり健康や歴史など多種多様なテーマの各種講座を開催しています。

表２－３－24 　高齢者大学事業の実施状況
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	参加人数
	103
	103
	105
	106
	83



4 　交流・地域活動

(1) 　ふれあいいきいきサロン
高齢者がねたきりや認知症になる原因の閉じこもりを予防するため、気軽に出かけられ、地域の人と一緒に話し合うことができるふれあいいきいきサロンを開催しています。ふれあいいきいきサロンは、地区公民館、自治公民館等を会場に、地域の市社会福祉協議会の支部が民生委員、老人クラブ、婦人会、日赤奉仕団、ボランティア等の協力を得て開催しています。このような地域の自主的な活動に対して、市民健康センターの保健師等が支援しています。

サロン数、延べ開催回数、延べ参加人数とも、年々増加しています。

表２－３－25 　ふれあいいきいきサロンの実施状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	延べ開催回数（回）
	1,300
	1,579
	1,541
	1,648
	1,713

	延べ参加人数（人）
	38,548
	46,018
	45,216
	46,735
	49,334


表２－３－26 　ふれあいいきいきサロン日常生活圏域別実施状況（平成22年度）

	区　分
	サロン数

（か所）
	延べ開催

回数(回)
	延べ参加

人数(人)
	区　分
	サロン数

（か所）
	延べ開催

回数(回)
	延べ参加

人数(人)

	中央北
	4
	37
	1,465
	北東部
	27
	234
	5,517

	中央南
	5
	98
	4,332
	市　橋
	23
	128
	4,439

	日　光
	16
	119
	3,168
	境　川
	13
	100
	4,316

	西　部
	10
	81
	3,296
	南　部
	6
	66
	2,417

	岐　北
	39
	423
	8,445
	長　森
	16
	125
	2,648

	長　良
	7
	48
	1,146
	東　部
	20
	155
	5,375

	北　部
	17
	99
	2,770
	合　計
	203
	1,713
	49,334


(2) 　高齢者利用施設

地域の高齢者の健康増進、教養の向上、レクリエーション等の目的で利用する施設である老人福祉センター、老人憩の家、三田洞神仏温泉および高齢者福祉会館について、利用者の意向を聞きながら趣味や生涯学習のメニューの充実を図っています。
表２－３－27 　高齢者利用施設の利用状況（延べ利用人数）
単位：人
	区　　　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	老人福祉センター
	和楽園
	28,068
	28,442
	30,296
	28,545
	26,831

	
	友楽園
	10,426
	11,901
	13,117
	13,988
	13,272

	
	西部福祉会館
	18,024
	20,217
	15,794
	16,884
	15,689

	
	みやこ老人センター
	24,433
	33,226
	31,826
	30,639
	24,645

	
	交楽園（西部コミセン）
	11,698
	10,332
	12,050
	11,094
	9,894

	
	三楽園
	2,299
	2,146
	2,971
	3,584
	4,073

	
	長寿園（北部コミセン）
	21,501
	19,787
	19,993
	19,810
	20,089

	
	陽楽園（南部コミセン）
	8,997
	6,971
	6,070
	6,480
	7,767

	
	柳津高齢者福祉センター
	24,684
	29,924
	30,026
	34,243
	33,911

	老人憩の家
	天満ホーム
	10,431
	11,080
	11,213
	11,421
	11,932

	三田洞神仏温泉
	150,655
	150,105
	143,151
	71,568
	97,591

	高齢者福祉会館
	ふれあいの館「白山」
	高齢者情報センター
	5,602
	5,839
	6,027
	6,188
	5,763

	
	
	会議室
	5,628
	5,994
	5,345
	5,385
	5,115


(3) 　高齢者ふれあい入浴事業

70歳以上の高齢者を対象に、高齢者同士の交流の場として、また、健康増進を図るため、岐阜市浴場組合に委託して、毎月１回（15日）、市内14か所の公衆浴場を無料開放しています。
(4) 　三世代交流促進事業
老人クラブの会員やその家族の子ども、親、祖父母の三世代の交流を促進する機会として、ペタンク、グランドゴルフ大会等の三世代交流スポーツ大会を開催しています。また、高齢者の経験や知識を地域で活かす機会として、わら細工教室やお手玉作りなど昔ながらの遊びを楽しむ文化伝承活動を実施しています。

表２－３－28 　三世代交流促進事業の実施状況
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	延べ参加人数
	1,409
	1,575
	1,605
	1,550
	1,521


(5) 　老人福祉大会

老人クラブ活動の充実、強化、高齢者の生きがいを確立し、高齢者相互の理解を深めるため、高齢者福祉の向上への貢献に対する表彰や、福祉関係の研修会などの開催を岐阜市老人クラブ連合会に委託しています。

市老人福祉大会のほか、ブロックごとに開催しており、延べ参加者数は3,000人を超えています。

表２－３－29 　老人福祉大会の実施状況

	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	開催回数（回）
	6
	6
	6
	6
	6

	延べ参加人数（人）
	3,186
	3,183
	3,185
	3,127
	3,155


(6) 　愛の一声運動

65歳以上のひとり暮らし高齢者やねたきり高齢者のいる高齢者のみの世帯を対象に、民生委員の推薦により市長より委嘱された推進員が定期的に声かけをして、高齢者の日常を見守り安否確認を行う愛の一声運動を実施しています。

表２－３－30 　愛の一声運動登録者数の推移
単位：人
	区　　分
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	登録者数
	1,274
	1,186
	1,143
	1,117
	1,052


(7) 　友愛チーム・ふれあい訪問事業

老人クラブの会員が、ひとり暮らし高齢者やねたきり高齢者等を対象に、悩みごと相談や話し相手となるよう慰問活動を実施しています。また、適切な保健福祉サービスが受けられるよう民生委員等と連携を図り支援するとともに、地域の高齢者同士の交流や仲間活動を支援しています。事業の実施については、岐阜市老人クラブ連合会に委託しています。

(8) 　ボランティア団体・特定非営利活動法人 

地域住民の交流をはじめとした地域活動を推進していくためには、それを支えるボランティア団体や特定非営利活動法人の活動が重要です。
表２－３－30は、市社会福祉協議会に登録している高齢者分野のボランティア団体ですが、これ以外に多くの人たちが、ふれあいいきいきサロンをはじめとした地域活動に参画されています。

表２－３－31は、市内の高齢者分野の主な特定非営利活動法人です。特定非営利活動法人とボランティア団体との大きな相違は、特定非営利活動法人は自らの活動に責任があるということです。
表２－３－31 　高齢者分野のボランティア団体（平成23年６月現在）　
	グ ル ー プ 名
	人数
	活動場所
	活　動　内　容

	岐阜市赤十字奉仕団
	1,900人
	－
	施設訪問、ねたきり老人のお見舞い、ひとり暮らし老人の集い、献血推進事業　など

	認知症の人と家族の会
	115人
	－
	認知症高齢者に関する正しい知識の普及と理解。認知症高齢者とその介護家族の相談と支援。認知症高齢者を含む高齢者問題の勉強と高齢福祉の増進

	岐阜健康友の会　愛友会
	33人
	施　設
	・話し相手、催事の企画運営
・送迎、園芸　など

	おもと会
	18人
	施　設
	・話し相手、外出支援　など

	傾聴ボランティアこの指とまれ
	17人
	施　設
	・傾聴ボランティア

	街の幸せ隊
	43人
	施　設

在　宅
	・施設への慰問

・話し相手、日曜大工

	虹の会
	14人
	施　設
	・施設への慰問

	稲穂倶楽部
	13人
	施　設

在　宅
	・各種施設修繕

	ボランティア・ソサェティ岐阜「にじ」
	19人
	施　設
	・老人ホーム及び障がい者授産施設での手伝い（喫茶運営・バザーの手伝いなど）

・岐阜市内・金華山・長良川周辺のまちなか案内


表２－３－32 　高齢者分野の主な特定非営利活動法人（平成23年４月現在）
	団　体　名
	活　　動　　目　　的

	グッドライフ・サポートセンター
	子育て支援と高齢者の支援によって男女共にいきいきと心豊かにくらすために、みんなでもちつもたれつ。安心な暮らしをお手伝いする。

	さわやか福祉ネットワークぎふ
	在宅訪問介護、グループホーム、送迎サービス。助け合いを会員制、有償で行う。

	ギフ福祉ネットワーク東部
	訪問・通所・障がいのある人などの介護、ヘルパー研修など様々な支援活動を行い、ボランティアスピリッツで高齢化社会に対応する。

	アビィフィールド岐阜協会
	自立した高齢者が小規模グループハウスで、仲間と一緒に安全で自分らしい生活ができるように、地域ボランティアを中心としてハウスの運営管理を行う。

	人生これから・アクティブシニアサポート
	高齢者や障がいのある人に対し、中立性の観点で成年後見人に関する事業を行う。

	福祉サポートセンターさわやか岐阜みのじ
	助け合いの精神に基づく「ふれあい社会づくり」をスローガンに、高齢者や障がいのある人等に対して福祉サービスに関する様々な事業を行う。

	やっとかめ
	介護を必要とされる方で、介護保険・支援制度で対応できないサービスを事業とする。

	ゆいハウス
	介護を必要とする高齢者を対象に居宅介護事業を行い、認知症・高齢者・障がいのある人及び病気の方々が安心して暮らせる社会構築に寄与する。

	生活サポート助け足ネット
	生活の助け合いが必要な高齢者等に対し、日常生活援助と送迎に関する事業を行い、生活自立と社会参加を支援する。

	きずなの会岐阜
	高齢者や障がいのある人が真に豊かな生活を実現できるよう社会的弱者の生活を支援し、死後の事務処理の受託、葬儀や相続、墓地の確保、管理に関する調査、研究、支援、相談等を行う。

	岐阜県居宅介護支援事業協議会
	指定居宅介護支援事業に関わる事業者及び介護支援専門員等の連携や介護サービス向上の支援を図り、岐阜県の高齢者福祉の発展に取り組む。

	エフツー
	介護が必要な高齢者の立場に立ったアドバイス・情報提供事業を行い、介護サービスを必要とする人々が満足できる福祉の増進を図る。

	岐阜県療術師会
	老人ホームにて施術の無料奉仕活動や研修会などを通して、会員の技術向上に取り組む。

	岐阜県グループホーム協議会
	認知症高齢者グループホーム事業の充実を図り、認知症高齢者やその家族に不安のない生活の環境づくりを図る。

	カルチャークラブえん
	地域住民や現役を引退した方たちが豊かな老後を送るため、生きがいづくりの機会や場、情報を提供している。

	わいわいハウス金華
	高齢者が元気で居続けるための地域ネットワークの再構築を目指し、できること・したいこと・してほしいことの接点となる場所を積極的に創出する。

	清雲会英伸シルバーアカデミー
	高齢者が住み慣れた地域で生活ができるように、介護マンパワーの養成や研究開発をし、福祉の増進を図る。

	ライフケアサポート
	高齢者の方々の介護事業や子どもたちとの触れ合いで生きがいや自尊心をもった生き方を提案する活動に取り組んでいる。

	ライフ・タクト　
	介護が必要な高齢者に、介護保険法に基づくサービスや同法の制度外サービスを行う。


第3 　生活環境

1 　公共交通機関、道路等
(1) 　駅周辺・公共交通機関
本市には、ＪＲ東海道本線の駅が２か所あります。西岐阜駅については「西岐阜駅周辺交通バリアフリー基本計画」に基づいてバリアフリー化を推進し、岐阜駅北口駅前広場については、ユニバーサルデザインをとりいれた整備を行いました。
ノンステップバスやワンステップバスなど低床化されたバス車両の導入を推進するとともに、高齢者をはじめとした交通弱者の移動手段の確保を図るため、平成18年度からコミュニティバスの導入を進めています。
(2) 　道路・歩道
岐阜市では、渋滞緩和や中心部からのアクセス性の向上などを図るため、主要な道路の整備を進めています。一方、生活道路を中心とした道路では、「クルマ優先」から「ひと優先」へとシフトし、歩行者や自転車利用者にも安全で安心できる道路空間の整備にも取り組んでいるところです。
そのような中、高齢者、障がいのある人をはじめとするすべての道路利用者が安全に安心して移動できる快適な道路空間をめざし、通行の支障となる段差や勾配などを改善するなどの取組みを進めています。


2 　公共的建築物
公共的建築物については、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー法）および「岐阜県福祉のまちづくり条例」に基づいてバリアフリー化を進めています。
3 　高齢者対応住宅

(1) 　市営住宅
本市には、シルバーハウジングを含む高齢者対応住宅が107戸、車いす対応住宅が33戸あります。
表２－３－33 　高齢者対応住宅・車いす対応住宅（平成23年６月現在）
単位：戸
	団 地 名
	構　造
	建設年度
	高齢者対

応住宅　
	車いす対

応住宅　
	団 地 名
	構　造
	建設年度
	高齢者対

応住宅　
	車いす対

応住宅　

	大洞緑団地
	簡易平屋
	昭和49年
	2
	3
	ハイツ桜木
	高層耐火
	平成３年
	31
	5

	大洞団地
	簡易平屋
	昭和50年
	-
	2
	松籟団地
	中層耐火
	平成３年
	-
	4

	折立団地
	中層耐火
	昭和58年
	-
	4
	正木コーポ
	中層耐火
	平成７年
	8
	-

	ハイツ早田
	高層耐火
	昭和61年
	3
	3
	青柳コーポ
	中層耐火
	平成９年
	3
	-

	松籟団地
	中層耐火
	平成元年
	-
	1
	本郷ハイツ
	高層耐火
	平成12年
	9
	5

	岩田坂団地
	簡易平屋
	平成２年
	3
	-
	ハイツ長森
	高層耐火
	平成14年
	29
	6

	ふれあいハウス白山
	中層耐火
	平成３年
	19
	-
	計
	
	
	107
	33


(2) 　高齢者向け住宅
本市には、平成23年３月現在、高齢者向け優良賃貸住宅が１物件108戸、高齢者円滑入居賃貸住宅が36物件687戸ありましたが、「高齢者の居住の安定確保に関する法律」の改正により、平成23年10月20日をもって高齢者向け優良賃貸住宅制度・高齢者円滑入居賃貸住宅制度が廃止され、サービス付き高齢者向け住宅の登録制度が創設されました。

4 　公園、水辺空間等
「岐阜市緑の基本計画」に基づき、老若男女を問わず多くの人のニーズに応える公園の整備や、緑とともに暮らす公園都市・岐阜をめざした緑の保全、整備を進めています。

また、長良川をはじめとした河川について、観光資源や給水資源としてだけでなく、市民の憩いや親水資源としての視点からの整備を進めています。

表２－３－34 　公園種別一覧表（平成23年３月現在）
	公園総面積
	公園総数
	総合公園
	街区公園
	近隣公園
	地区公園
	運動公園
	風致公園
	その他

	351.8ha
	371か所
	3か所
	288か所
	15か所
	6か所
	13か所
	31か所
	15か所


100
99

